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令和４年度 学校経営の基本方針
たつの市立龍野西中学校 校長 嘉ノ海仁士

１ 校 訓 実践力を養う (自ら考え正しく判断する)
創造力を伸ばす (進歩を求めて自ら努力する)
信頼性を高める (思いやりの心で励まし合う)

２ 教育目標 『未来への道を切り開く力を持った生徒の育成」
ー自立する人としてふさわしい心・力・態度の育成 ―

３ めざす学校像・生徒像・教師像
☆学校像 ・みんなが生き生きと躍動している学校
☆生徒像 ・主体性が確立され生きる力を持った心豊かな生徒
☆教師像 ・豊かな発想と限りなき情熱、高い倫理観を持ち、活力に富んだ教師

４ 指導の重点
（１）新型コロナウイルス感染拡大防止を意識した教育活動の推進
①生徒をはじめ、自他の「命」を守るため「新型コロナウイルス感染拡大防止」を組織（チーム）として
取り組む。

②ポストコロナ社会における新たな日常に向けて、学校においても感染症対策と生徒の健やかな学び
の保障を両立していくことを意識し教育活動を推進する。

（２）「確かな学力」の育成
①「知識・技能」、「思考力・判断力・表現力」、「主体的に学習に取り組む態度」等、新しい時代に必
要となる資質・能力を育成する。

②生徒の生活実態や学習状況を適切に把握・分析し、改善に向け組織的に取り組む。
③生徒の学力向上に資するための「龍西チャレンジテスト」を継続し、生徒の学習状況を適切に把握、
分析する。

（３）情報活用能力の育成
①生徒の情報活用能力を育成するため、教育活動全体で情報教育に取り組む。
②生徒が手段として日常的に学習や情報収集等でＩＣＴを活用できるよう、各教科における学習活動
を充実させる。

③生徒の発達段階や実態を踏まえ、情報モラル教育に取り組む。まあ、家庭や関係機関等と連携し、
ネット依存やネットトラブル未然防止の取組を推進する。

（４）小中一貫教育の推進
①義務教育９年間の学びを意識した教育活動を推進する。
②既存の小中連携の取組を充実させるとともに、小中教職員間の連携をさらに深める。
（５）教職員の協働体制の推進と勤務時間の適正化
①意欲をもって職務に取り組める職場環境づくりを進める｡
②協働性・同僚性を大切にするとともに、迅速に対応できる組織を構築する。
③心身ともに健康で、子どもと向き合う時間を確保できるよう努める。
④勤務時間の適正化に向け、「定時退勤日」・「ノー部活デー」の完全実施等を徹底する。
（６）生徒指導・教育相談
①生徒理解を深め、信頼関係を築くことを基盤とし、組織的な指導体制の充実を図る。
②教育相談やアンケート等を通じて、問題行動等の未然防止や早期発見・早期対応を図る。
③あらゆる場面を通して生徒の自尊感情を育むとともに、命の大切さを実感させる教育活動にも取り組む。
④スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカー等の助言・協力を得て、関係機関等との連携体制を
整備し対応する。
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（７）特別支援教育
①組織（チーム）で取り組む校内支援体制を充実させる。
②本人・保護者との合意形成をもとに、ニーズに応じた合理的配慮を提供する。
③個別の教育支援計画・指導計画・連携シートを活用し、入学・進級・進学時の縦の連携を密に行う。
（縦の連携）

④福祉・医療等関係機関との連携を図り､卒業後も切れ目のない支援を受けれるよう、支援体制の充
実を図る。（横の連携）

（８）人権教育
①人権感覚を磨き、差別を見抜き差別をしない生徒を育成する。
②同和問題に対する理解を深め、差別を解消する学力と実践力を育成する。
③道徳等において｢生命の尊さ｣｢困難や逆境に負けない強い心」の大切さに気づかせ道徳的実践意
欲と態度を育てる。

④研究授業や研修会へ積極的に参加し、職員がより確かな人権感覚や人権意識を身につけ指導力
の向上に努める。

⑤人権教育推進事業を通して人権感覚を育て、｢共に学び・共に生きる喜び｣を体得させる。
（９）道徳教育
①教科化についての理解を深め、成長の様子を見取り、意欲向上につながる評価を行う。
②「対話」による道徳授業の推進
③｢生命を尊重する心｣｢規範意識｣｢自尊感情｣｢思いやりの心｣の育成
④家庭や地域と連携し、道徳の授業公開の推進
（10）健康教育・安全教育
①学校保健を充実し、生涯にわたる健康の基礎を培う。
②自らの命を守り抜くために主体的に行動する態度を育成する。
③家庭や地域と連携して、学校防災体制の充実を図る｡
④給食や調理実習を通して､地場産物等生産者への感謝等食育を進める
⑤生活アンケートから、生徒の生活実態を把握し、心身の健康に関する指導を適切に行う。
（１１）キャリア教育
①キャリア教育の目標を明確にし､全体計画作成･校内の推進体制を整備する｡
②生徒の個性の伸長に努め、自己実現をめざした進路選択を支援するする。
③「兵庫県版キャリアノート」・「キャリアパスポート」、「たつの市版キャリアノート」を活用し、発達の段
階に応じた指導を連携して行う。

（1２）新型コロナウイル感染症を踏まえた対応
①「学校の新しい生活様式 一日の流れ」の更なる徹底を図る。
②「感染源を絶つ」ため、生徒、職員及びその家族の健康観察を徹底する。
③「感染経路を絶つ」ため、手洗い、マスクの着用、清掃、消毒の指導を徹底する。
④「抵抗力を高める」ため、十分な睡眠、適度な運動、バランスのとれた食事を心がけるよう指導する。
⑤「密閉空間」を回避するため、換気を徹底する。
⑥「密集する場」を回避するため、可能な限り身体的距離を確保する。
⑦「密接場面」を回避するため、マスクの着用、近距離での会話や発声をする場面を避ける。


